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草原が広がっていました。丈の短い草が風になびいています。
草原は、緩やかにうねりながら、どこまでも、どこまでも、続いています。ちょっとした丘の上に立てば、地平線が見えましたし、空と地面の間を遮るものは、何も有りませんでした。　
しかし、この草原は、いわゆる普通の草原と、少し違うのです。草原のあちら、こちらに、朽ちた機械が転がっているのでした。漏れなく錆びて、赤茶けています。中には、半分近く地面に埋もれたものさえありました。
そんな屑鉄たちの間を、ひょこり、ひょこりと歩く少女がいました。彼女は、背中かからはみ出すほどの、大きな籠を背負っています。腕には、これまた大きな手袋をはめていました。彼女の小さな手には、あまりに不釣り合いなようでした。
少女は、ふらふらと錆びた機械に近づきました。それは彼女より、はるかに大きい機械です。少女くらいの大きな筒と、車輪がくっついていました。少女は、前から、後ろから、時には、上に乗ってしげしげと、機械を眺めます。
「ダメかな……」　
少女が、そう呟きます。そして、彼女は機械にくっついた筒を蹴っ飛ばしました。
「うひゃあ！」
驚いた少女が、変な声を上げました。突然、悲鳴のような音を建てて、筒が根元から折れたのです。それはもう、見事にぽっきりと。見れば、折れた跡が穴になっていました。どうやら、この機械は中が空洞であるようです。
少女は、穴から頭を突っ込みまして。次いで、腕を突っ込み、中から金属片を掴みだします。そして、それを、背中の籠に放り込みました。
「やっと１つ。今日は、イマイチだなあ」　
少女は、もう一度、機械を蹴っ飛ばします。そんな、彼女に声を掛ける者が在りました。通りすがりの、旅人です。　
「やあ。今日はいい天気だね」　　
「残念だけど、この辺は毎日こんな天気なんだ。時々、パラパラと雨が降るくらい」　　
「へえ良いじゃないか」　
「全然つまらない」
「じゃあ君は、こんなところで何をしてるの？」　
「またその質問？　この前ここを通った旅人も、その前も、そのまた前も、みんな同じことを訊いた。旅人って、出会った人に何をしてるか訊かなければならないと、死んじゃうの？」　
「まさか。答えたくないなら別にいいんだ」　
「そこまで訊きたいと言うなら、特別に答えるけど」　
「いや、別に」　
「早く、こっちに」　
少女は、旅人を機械の陰に引っ張り込みました。二人で、日陰に座り込みます。大きな機械は、そんな二人を見下ろしたまま、何も言いません。草原には、そんなもの言わぬ機械が、いくつも転がっていました。　
どこから話そうかな、と一呼吸おいてから、少女は語り始めました。　
「これは昔、ずっと昔のこと――」　

この草原は、昔は海だったんだ。今は草が風に波打っているけど、その時は、限りない水が、波を造っていたの。
ある時、その大海原を大船団が航海していたんだ。あれは、海を覆いつくすほどの勢いだった。この船団は、お宝を運んでいたのだ。それも、ただのお宝じゃない。この世のお宝すべてを合わせたって、絶対に勝てやしないほどのお宝だったの。そう、永遠の命をもたらす宝石だった。
船団は、このお宝を、ある国の王様に届ける途中だったんだ。だけれど、悪い魔法使いが、この宝石を狙っていたんだ。もちろん、大船団は武装していたよ。大砲で、すきまなく宝石を守っていた。だから、悪い魔法使いは手も足も出なかった。
悪い魔法使いは、怒ったさ。そしてついに、山くらいの大きな爆弾を、船団にぶつけたんだ。宝石が自分の物にならないなら、いっそ壊してしまえ。そう思ったんだね。まるで子供だよ。
大きな爆弾は、みごと大船団を吹っ飛ばした。ついでに海の水も全部、吹っ飛ばしちゃったんだ。それ以来、ここは草原なんだ。転がってる錆びた機械は、船の残骸ってわけ。　
私がここで何をしているか、ここまで聞けばもう分かったと思う。私は、その時に、粉々に砕けた、宝石のかけらを探しているの。実は、もういくつか持ってる。こう見えて、私、百年は生きてるんだよ。全部のかけらを見つけ出した時、きっと私は不老不死になる。このことは、秘密だからね。　

「面白かった。なかなか、面白かった」
話が終わると、旅人は干からびた黒いパンを一欠けら、少女に渡しました。
「悪いね。こんなのしか無いや。それじゃあ、また何処かで」　
旅人を見送り、少女は籠を背負いなおした。再び、錆びた機械の転がる草原をひょっこり、ひょっこりと歩いていきます。　


この奇妙な草原は、少し意外なほど、旅人が通ります。なだらかで歩きやすく、珍妙な鉄屑たちのおかげで、道中、退屈しないからです。
「やあ、嬢ちゃん。こんにちは」
けれども、彼女のように、女性の一人旅というのは、なかなか珍しかったのです。
「こんにちは」
少女が、挨拶を返しました。今日も少女は、大きな籠を背負って、大きな手袋をはめています。
「嬢ちゃんは，こんな所で何をしてるんだい？　錆びた機械だらけの、ヘンテコな場所で」
「この、錆びた機械が見えるの？」
「そりゃあ、見えるさ」
「普通は、見えないものなんだよ」
「どういうことだい？」
「実は、あたし、ここで門番をやっているの――」　


　この草原はね、別の世界と、とても近いところにあるの。ここらに転がってる機械たちは、実は人間の世界の物ではないんだ。見て。どれも、これも、キテレツな形でしょう
この機械があった世界が、どんな世界かは、分からない。だけどね、きっと似たような物がひしめいているんだと思う。少なくても、人間が住めるような世界ではないはず。
　それでね、普通は別の世界の物を、見ることはできない。この機械だって見えるはずがない。まあ、見えないなら、見えないで、問題は無いんだけど。でもね、時々、あなたみたいに見えてしまう人がいるんだ。危ないのはそんな人。
なぜかって？　それはね、見える人は、異世界へと連れていかれてしまう事があるから。時々、あるんだよね。荷物だけ散らばって、いくら辺りを探してみても、肝心の人間が見つからないんだよ。別の世界に行っちゃったんだね。
あたしはここで、誰かが別の世界に行っちゃわないように、見張ってるんだ。それが仕事なの。あなたは、この機械が見えるんだね。だから、危ないかもしれないよ。引き返した方が良い。
信じないの？　そう、別に良いけど。あなたみたいな人も、たまにいる。
でも、これだけは約束して欲しいな。何かに呼ばれても、絶対について行っちゃダメだよ。そのまま、帰ってこれなくなるから。それじゃあ、気を付けて。　


「そんなバカげた事があるか」と笑いながら、女の旅人は去って行きました。旅人の背中が、遠ざかっていきます。
少女は、近くの機械を、蹴っ飛ばしました。どすん、と鈍い音が鳴ります。女の旅人は、驚いて振り返りました。彼女は、青い顔をしていました。
「何だ？　何だ？　何があったんだい！？」
「さあ、何だろう」
「何でもないなら、良いんだ」
「引き返したら？」
「まさか。別に、嬢ちゃんの話を信じたわけじゃない」
旅人は、今度こそ、去って行きます。しかし、妙に、辺りを見回してみました。少女は、丘の向こうに旅人が消えるまで、そんな彼女の様子を見守っていました。そして、一度だけ、にやりと笑うと、再び、歩き出しました。錆びた機械の間を、ひょこり、ひょこりと歩いて行きます。　

大きな籠と、大きな手袋が、草の上にほっぽり出してありました。肝心の少女は、錆びた機械の上に、腰かけています。靴も脱いで、素足をぶらつかせていました。
少女が居るのは、丘の上でした。おまけに、機械の上。ここからは、辺りが良く見えました。
「あれ何だ？」
やって来たのは隊商でした。これでもか、と荷物の積まれた大きな台車を、四本足で歩く、毛の長い生き物が引っ張っていました。
「んー、６人か。なるほど、なるほど。思いついたかも」
生き物を誘導する者、後ろや横で、荷物が落ちないか見張る者、ただ歩いている者。隊商には、すべて合わせて６人の人間がいました。
「そこの皆さん！　ちょっと待って！」
少女が、丘の上から声を飛ばしました。隊商が止まり、台車の荷物が軋みます。少女が、裸足のままで、丘を駆け下り、隊商の前に躍り出ました。ひどく慌てた様子です。膝に手をついて、ぜー、はー、と息をしています。
　隊商のうち、年長の男が、少女に水筒を差し出しました。
「水だよ。これでも飲んで、落ち着きなさい」
　少女は、水稲を抱きかかえるようにして、水を飲みました。
「ありがとう。美味しかった」
「なあ、お嬢ちゃん。何かあったのかい？」
「あのね、６人はダメなんだよ」
　少女の一言に、隊商の一同が、首を傾げます。
「確かに、俺たちは６人だが。それがどうしたんだ？」
「実はね、ここは――」　
　
セネトって知ってるかな？　うん。そうそう。セネトっていうのは、、砂の国の遊びだね。マス目のついた盤の上で、駒を動かして戦うんだよ。流石は旅の商人さんだ。良く知ってる。
実は、この草原はセネトの盤なんだ。もちろん人間の盤じゃないよ。神様の盤なんだ。駒は、この錆びた鉄屑。丘や窪地が、マス目だね。満月の夜になるとね、この草原の機械たちが、一人で動き出すんだよ。神様が、セネトで遊んでいるんだ。
それでね、この盤の上に人間が踏み込むとね、神様は、新しい駒が来たぞ、って勘違いしちゃう。商人さんたち、丁度６人だから、このままだとセネトの駒にされちゃうよ。
でも、夜になる前にこの草原を抜ければ大丈夫だよ。少し難しそう？　そうだね。だったら、ボクを連れて行くといいよ。そうすると７人になるでしょ。二つに分けると、一人、余るよね？　そうしたら、神様は勘違いしないはずだよ。だって、セネトの駒は、同じのが二個づつあるからね。セネトの駒は、きっちり二つに分けられる数じゃないと、ダメだからね。
大丈夫。ボクたちの一族は、代々このセネトの盤の管理人をしてきたんだ。だから、草原の事は知り尽くしてるよ。　

そうして、荷物の横に、少女も乗っかりました。
道中、少女は色々な話をしました。キテレツな話が、少女の口から、次から次へと飛び出しました。商人たちは、飽きることなく、彼女のお話に、耳を傾けました。
隊商が草原を抜けたのは、月が登る頃でした。草原の外れは、草と赤茶けた土が、斑に入り乱れています。錆びた機械は、もうほとんど転がっていません。
　少女が荷台を降りました。
「じゃあ、行くね」
「嬢ちゃん。あと少し行けば街がある。もう夜だ。そこまで一緒に行かないか？」
「ボクは平気。ありがとね」
「そうか。じゃあ、少ないけどこれ」
　商人が、少女にパンの塊と水を渡しました。
「楽しかったよ。それじゃあ」
　隊商の列が去って行きます。彼らの向かう先に、丁度、地平線から登ったばかりの月が見えました。商人さんたちが月に帰るみたい。少女はそんな事を思いながら、ぼんやりと眺めていました。
　すると、隊商のうち一人がはぐれて、少女へと近づいていきます。彼は、商人たちの中で、一番若い男でした。つい最近、髭を伸ばし始めたばかり。そんな感じです。
「やあ。ちょっといいかな」
「なに？　パンなら返さないよ」
「そうじゃなくて、なんで、嘘をつくの？」
「嘘なんかついてないよ。物語てるんだ」
「詭弁だね。だいたい物語だって、本当にあった事じゃない。違う？」
「そうだね。本当にあった事じゃない」
「じゃあ、物語も、嘘も、同じじゃないか」
　少女は、パンを半分に引きちぎり、男に放りました。
「食べなよ」
「いや、俺は」
「一緒に食べよう」
「……ああ。頂くよ」
　少女が、半分のパンにかぶりつきました。男も、パンを齧りました。少女と一緒に、月に向って、パンを食みます。
「少なくとも、あの人たちはさ、物語だと思ったんだよ。だから、ボクはパンを食べれてる。見て。お腹が膨らんだ」
　少女は、ぽんぽんと、自分のお腹を叩きました。
「美味くも、不味くも無い。安物のパンだ」
「同感だね。次は、もっと上等なパンを頼むよ」
「儲かってたらな。すまないが、水を一口貰えないかな？」
「うん。いいよ」
　男が、ぬるい水で口を湿らせました。
「もう行かないと。追いつけなくなる」
「うん。気を付けて」
「ああ。それと、最期に一つ。じゃあ、なんで物語るの？」
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「そうか。その話が、一番面白かったかもしれない」
　男が、指で銅貨を弾きました。銅貨は、くるくる回りながら、放物線を描き、そして、少女の掌に収まりました。
「シツレイだな。もう」
　少女は、掌の欠けた銅貨を見ながら、呟きました。
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